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映画 『岡先生』 制作に向けて

【映画制作のねらい】
数学者・岡潔の新しい発見にまつわる数々の逸話、人となりを映画化。幼少のころ過ごした和歌山県紀見峠で山村集落の暮らし。失職後ふるさとに帰り、妻みちの献身的な支えによって研究の成果が実る。その地での瞑想と孤独な数学研究の結果は、その後の世界的評価へとつながっていく。京都大学での学び、さらにフランス留学先のソルボンヌ大学における考古学者・中谷治宇二郎との出会い。その後に訪れる二人の永遠の別れが、数学者岡潔に与えた影響とは何だったのかを掘り下げる。
留学後に最初の赴任先となった、広島文理科大学助教授時代に起こる広島事件。この事実解明に焦点を当て、岡潔にとってきわめて不名誉なできごとについて、どのように理解したらよいのかを解き明かしていく。このとき孤高な研究者に何がおこったのか。未知の体験となった金星の女神との出会いについて、独自の新しい解釈を与え真相に迫る。
さらに、終生探求し続けた岡潔独自の情緒をもとにした「数学とは何か、理想の教育とは何か」という問題にも触れる。その永遠の課題も探求。数学者として驚異の仕事を成し遂げることができた「岡潔」とはいったい何者だったのか。妻みちと暮らした純粋無垢な人生を描き、天才はどのように創られていくのか。その不変の課題を紐解く一助として、本格映画を制作する。


【映画『岡先生』あらすじ】
　紀見峠の自宅から、大阪の。古書店に向かう岡先生。この日は数学の研究資料だけでなく、文学書でも探したい書物がいくつかあった。かつて広島文理科大学に職を得たものの、ほどなく広島事件と称される不名誉な窃盗事件に巻き込まれる。そのことがきっかけで、研究のし過ぎで脳障害を来したと評価され、温泉地での療養や、雪の博士として知られていた北海道大学の物理学者・中谷宇吉郎らの支えによる転地治療をくりかえす。その効果もむなしく、長い休暇の末に岡潔は広島文理科大学を退職せざるをえなくなってしまう。

数少ない理解者中谷治宇二郎を失う孤独の中、ふるさとの家屋を切り売りし、妻みちのほか誰の支えも得られない数学研究と農業だけの質素な生活で、十数年を超える日々を送ることになった。ひたすら妻の支えに頼り、故郷にこもりながら、孤高の暮らしの中で、岡潔でなければ成しえなかった数学の解析学の分野で未開拓だった新しい世界を切り開く。余人に代えがたい孤高の数学者として研究に明け暮れ、ふるさとでの日々を過ごす。

このとき書かれた論文「多変数複素解析函数」「不定域イデアル」論など、いくつかの数学における不動の成果が、当時ヨーロッパで巨匠とされたアンリ・カルタンやアンドレ・ヴェイユに称賛され、世界においての高い評価を受ける。時を同じくして、日本で行われた国際数学者会議の際に、岡潔は世界の数学者たちから次々と来日の際に自宅訪問を受ける。世界的な発見として岡の論文は評価され世界的な偉業として認められることになった。文字通り、世界の数学最前線においてゆるぎない評価につながったのである。その後に、京都大学の友人であった秋月教授らの推薦を得ることで、文化勲章の栄誉にも輝く。

紀見峠村からお気に入りだった紀州の山並みを眺めて、瞑想にふける岡先生。フランス留学時代のソルボンヌ大学での一コマ。パリで過ごした妻みち、中谷治宇二郎とのカルナックでの懐かしい想い出。大学で若手を指導し教鞭をとった時代。中学の宿舎で数学問題の解法に没頭した日々、舎監に怒られた経験。小学入学まもなく上級生から脅された想い出までが映像となって鮮やかによみがえってくる。親友だった秋月教授が、「岡の解」「秋月の解」を紹介して岡潔とはどのような数学者なのか、その真の姿を示してくれた。瞑想台に座し回想すると、岡の胸に去来する想い出は尽きることがない。そして想い出だけにとどまることなく、新しい数学の概念が訪れ、それが発見の足掛かりとなったのである。

　１９６０年、正式に文化勲章を受賞。同じころ岡潔は軽妙な語り口のエッセイストとしても評価され、その才能を発揮しマスコミで話題になる。奈良女子大学始め、いくつかの大学で記念講演が実施され、その後も多くの催しや講演に招かれる。中でも文芸評論家の小林秀雄との対談『人間の建設』が注目され話題に。そのようすを、映画のクライマックスとして構成。数学と詩という対話が文芸の世界にも新しい価値を提供する。文化勲章受賞後に岡は、妻みちとともに当時山梨県甲府市に住んでいた粉川中学校時代の内田輿八先生を訪ねた。懐かしい想い出話に花が咲き、恩師との再会を喜ぶ。ともに時を忘れ碁を楽しむ。みちは喜ぶ内田先生を見て、このときほど強く幸せを感じたことはなかったと気がついた。

岡潔のふるさと紀見村。その峠の集落と自然の風景、それらが岡数学とどう関わり合ったのか。研究者にとって発見の喜びとは何か。それがいつどのように岡潔という天才に訪れたのか。エンディングに、岡先生と妻みちが眠るその墓石に刻まれた岡潔の句を見つめる場面を加え、愛し愛された微笑ましい「夫婦のきずなを描いた映画」を強調。岡先生が回想する数々のシーンを通し、優しく語りかける岡自身のナレーションで締めくくる。世界的な発見を残した数学者岡潔。その素朴なことばを映画の随所に散りばめることで、視聴者の心に語り掛け、情緒が数学という学問を生み出しているという、数学の真の姿を多くの人に届ける映画づくりをめざす。
　
　【参考文献】
　「評伝　岡潔　星の章」　高瀬正仁著（ちくま学芸文庫）
　「評伝　岡潔　花の章」　高瀬正仁著（ちくま学芸文庫）
　「日本の心」　岡潔著（講談社文庫）
　「数学する人生」岡潔著・講演＝森田真生編集（新潮文庫）
「一葉舟」岡潔著（角川文庫）
「岡潔　多変数関数論の建設」大沢健夫著（現代数学社）
「岡潔　数学を志す人に」岡潔著（平凡社）
「紫の火花」岡潔著（朝日文庫）
「人間の建設」岡潔×小林秀雄対談集（新潮文庫）
「数学する身体」森田真生著（新潮文庫）
「春の草・私の生い立ち」岡潔著（日経ビジネス文庫）
「日本の国という水槽の水の入れ替え方」岡潔著随想集（成甲書房）
「岡潔の教育論」　森本弘、中沢新一（コトニ社）
「情と日本人」　岡潔著　岡潔思想研究会（まほろば）
「SUR LES FONCTIONS ANALYTIQUES DE PLUSIEURS VARIABLES」
岡潔論文集（岩波書店１９６１年）
「COLLECTED WORKS OF BERNHARD RIEMANN」リーマン全集（Dover　Publication,Inc. New York１９５３年）
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【場面０】　紀伊見峠墓下の岡宅書斎、論文を執筆する岡先生
　タイトル、テーマ音楽
　
　字幕ロール（１）：
　「数学とは、自らの情緒を外に表現することによって作り出す学問芸術の一つである
　岡潔」

　字幕ロール（２）：
　「紀見村の日々は、近代数学の根幹をつくる創造の泉となり」
　「孤高の暮らしが強いられる中、岡の輝かしい研究業績として実を結んだ」
　「ハルトークスの逆問題の解決／不定域イデアルの理論の創造／多変数複素解析函数の建設」
　
【場面１】　紀見峠、竹が混在し生い茂る見通しの悪い簡易舗装の道
紀見峠の集落を抜けて大阪方面に下り、往復十里の山道を足早に歩く岡先生（３６歳）
　
字幕：　この人は数学者でありながら
　　　　　芭蕉を愛するという文人でもある
　　　　　
この日は、峠を降りた大阪側にある
なじみの古本屋まで
往復十里の道を歩いている

【場面２】　大阪の書店
紫色の装丁に包まれた「江口きち歌集」を手に取る
（江口きち歌集『武尊の麓（ほたかのふもと）』より）

字幕／　江口きち辞世の句
「大いなるこの寂（しず）けさや天地（あめつち）の
　時刻（とき）あやまたず夜は明けにけり」
　
岡先生　「これや…
やがて闇は、かならず光に満ちて
親友の中谷治宇二郎とも、あの世で再開できるはずや
若いのに結核で逝ってしもた甥の北村駿一やかて、きっとそうや…
ぼくは、失ったんやない、大切な親友をほんまは永遠に得たんや」

【場面３】　江口きち歌集、その特徴ある紫の装丁

【場面４】　気晴らしに出かけた京都の博物館、見学するジャケット姿の岡潔、みち夫人
そこで見た嵯峨天皇のご宸筆、道元の智の一文に衝撃を受ける岡先生

【場面５】　字幕ロール
／　「真智無差別智
盲智分別智
邪智世間智」

雷にでも撃たれたように髪が逆立つ感覚に襲われ、金縛り状態になる
今までに見たことのない緑色の光が噴水のように湧き上がってくる
動けないまま、嵯峨天皇の揮毫（きごう）に見入る岡先生

　岡先生　「ぼくは今日まで数学をやっているけど、何だかすっかり、知らんうちに盲智になっとる
のかもしれへん。もしかするとすでに、そうなんかもしれん…」

　字幕（心の声）／　「真智を目指す無差別智とは、いったいどういうことや…
　　　　　　　　　　　　　それがないと、真の智をえるんが、かなわんちゅうことや…」

【場面５】　紀見峠の岡家、質素な座机に向かいペンを走らせる岡先生
	 岡の癖の無い小さい丸まったインクの字が、白い原稿用紙に書きこまれる

「多変数解析函数について
Ⅱ．正則領域（其ノ一）
A- 諸準備　
B- 基本定理」
　　　　　　

【場面６】　京都の博物館の後に訪れた大阪の古本屋
岩波文庫の『正法眼蔵』、大阪にある行きつけの古本屋で見つける岡先生
修行者が仏心を得て真理に到達したように、歓喜を覚え高揚する
『正法眼蔵』を手に取り、笑みを浮かべ本に語りかける

岡先生　「ありがとう、おおきに！　ぼくも、君に会いたかったんや！」

【場面７】　広島文理科大学の正門と周辺キャンパス
広島文理科大学として発足した元の広島師範学校

【場面８】　広島文理科大学の学長室、ソファにかける学長と岡先生
京都大学数学教室の学科長であった園正造教授が、岡先生を推薦し奉職が決定する

学長　「このたびは、京都大学の数学教室、園正造（まさぞう）先生のご尽力とご配慮で、岡先生
をご推薦いただき、ご着任いただくことになりましたぁ…。本大学にとっては誠にありが
たいことでぇ、園先生は代数学の分野の権威者と伺っとるです。おかげで、本学での
念願でしたぁ理学部の数学教室も間もなく実現することと思います。そうそう近いうち
に園先生を囲んで、歓迎会もぉ計画しとりますので、ハッハッハ」

岡先生　「はい、ありがたいです。園先生には感謝しかありません。おかげで、私もようやく、恥
ずかしいですが、今更ですが、数学で生活ができる身分になりました…」

学長　「今は助教授ですがぁ、一日も早く教授になれるように、取り組んでいらっしゃる研究とい
いますか、完成が待たれる論文をですね、ぜひこの広島で、本学で確実にですねぇ、
仕上げてくだっさい！　園先生には、私からもぜひともと、お願いしとりますぅ…」

岡先生　「ポアンカレの弟子であるピエール・クザンが予想している分野があって、フランス留学
しているときから着目してまして、すでにです、その≪単葉な正則領域では、クザンの
第一問題はつねに解ける≫という証明に目途が立っておるんです…、それが博士論
文になるのではと考えとるんです」

　学長　「専門の研究はぁ、先生の顔を見ていると、ほんまに楽しそうですねぇ。私はいわゆる文系
　　　　　の人間で哲学ですのでぇ、岡先生のように数学を駆使することは、何とも困難です」

　岡先生　「学長、数学はもともと情緒で深く理解するもので、論理や計算で分かったつもりになっ
たり理解するものではないんです…」

　学長　「これから、もっと岡さんとは、時間をつくって話をしないといけませんねぇ」

　岡先生　「ぼくは研究ができたら飯を食えなくても、というアホな人間なので、学生といっしょに楽
しい授業を創っていけたら、まったく、それだけで幸せな人なんですわ」

　学長　「ほんとにぃ、数学の人は何というんでしょうか、これだから面白い！　ハハハ、ハッハッハ」

　学長が笑い出し、岡先生が笑みを浮かべながら何度も髪の毛を掻き揚げる

【場面９】　岡先生の自宅、茶の間
歓迎会用の岡先生のネクタイを直し、誇らしげなようすで家から送り出す妻のみち

みち　「岡先生の授業が変だって、私聞いたんですけど、噂されているみたいですよ」

岡先生　「ここは田舎やし、ほんで、ぼくの何が変なの…」

みち　「ところどころ急に教えるのを止（や）めにして、一人で妙な計算を黒板で始めるって生徒
さんのお母さんから、買い物の途中で聞きましたよ、ほんまにびっくりやわ」

岡先生　「線形代数の計算なんぞ、学生には面白くもないし、役に立つんやったらいんやけど」

みち　「もしかして、潔さんが退屈しとるって話なん？」

岡先生　「ソルボンヌのときは、教授は週に一回か二回くらいしか授業が無かったのに、このまま
行くと研究する時間がとれへんとちがうかな…、つらくなってきたで…」

　みち　「お世話いただいた園先生にも、感謝せなあかんのになあ？」

　岡先生　「世渡りの上手な園先生は、乾いた雑巾のような、どうしようもない情の薄い凡人や」

みち　「それって何のたとえなの？　役に立たないってことかしら？　潔さんのほんまの才能は、
きっと分かってくれとるんよ、園先生かて…」

岡先生　「ぼくの仕事は、人に教えるとか…、そんな小さなことやない、時代を超える発見を知っ
てもらってやな、時代のその先を、味わいながらやで、鑑ることなんや」

　みち　「潔さん、うちは分かってるで、でも世間様はそんなこと問題にしとらんでなぁ」

　岡先生　「ぼくは、園先生は恩師にちがいないけど、あんな権威主義の権化は嫌いや！」

　みち　「今日はその恩師の園先生やお弟子の森先生にも会われるそうですから、言葉には気を
つけてくださいませね、潔さんいつも、少し言い過ぎのところありますさかい！」

　岡先生　「ああ、うん、そうやな…」

　みち　「いってらっしゃいませ、小さい二人の子の父親であることも、いつもいつも忘れんといて
ください」

　岡先生　「…」

【場面１０】　岡先生と園教授を歓迎する会、ホテル宴会場

女将笑顔で、学長のコートを受け取り、中居に渡す

女将　「この春からお勤めの、岡先生ですね」
　
学長　「先生のこと、お見知り置き願いますよ、何たってぇ本学の数学教室の要の先生ですぞ」
　
女将　「ふふふ、私なんか、ちんぷんかんぷんの世界です、ほほほ」

岡先生、女将のことばに、「はあ」と一言そえただけで微笑む

学長　「ささ、我が広島文理科大学をこれから盛り上げてくださるみなさん、おそろいの様です
し、さっそく乾杯いたしましょう。園先生に音頭をとっていただき、岡先生の歓迎というこ
とでぇ、よろしくお願いいたします。そのあと岡先生からもお言葉を頂戴いたしたいと、
思います、まずはぁ園先生お願いいたします」

　園教授　「今思うとね、岡君は京大時代は優秀でしたし、なんといっても勉強家でした。その岡君
がこうして広島に来てくれたと思うとうれしい。前途を祝して、まずは乾杯！」

　参加者全員　「乾杯！」

　岡先生　「園先生、ぶじ着任できて安堵しとります。これも先生のお心遣いのおかげで感謝です。
新しい任地の始まりで実に新鮮な気持ちです。学生には、自分から学ぶ楽しさを体験
してもらいたいですがね、いったいどうなりますか。生徒はどの子もみんなそうなんで
すが、こまごまと指導してもらいたいんかな、ぼくには、なんでなんかわからへん」
　
森助教授　「ああ、岡さんもさっそく勉強のできない生徒のかかえる不満とやら、そいつを延々
　　　　　　　　と聞かされているようですね」

　園教授　「岡君、うわさでは聞いていましたよ。僕が君にこの開校間もない大学を紹介したのは
だね、日本では国が本当の力をつけるまで底上げの教育が不可欠なのです」

「それまではいったん理想は横に置いて、国の文化教養を高めるための一般教養とし
ての学門が欠かせないということです。数学も、工学や実用科学の道具としてこんな
に役に立っていますよという証を立てないといけない、分かるね」
「それが今の数学教室に求められる人材な訳で、今すぐに暗号解読のような天才の仕
事が必要とされているわけではないってことですな…」　

園教授がほほ笑みながら、森教授に続けるように促す

　森助教授　「ぼくはね、岡さんのひらめき教育の推進が捨てがたいと思っているわけです。岡さ
んにとっては貴重な理解者の一人です」

「でもね岡さん、いまという世界で展開している戦争、そいつの終わりが見えないよ
うな昨今は、日本を守る多くの人材が必要なのです。つまり、砲弾の着地点を素早
く計算できるような優秀な人材、いま求められているのはそうしたことで、それが我
が国の高等教育の使命なのです」

　園教授　「森君はぜひ京大に残ってほしい、東京に負けない数学教室の先鋒になってほしいから
な、京都で築いた代数学の権威を受け継いで開花させてもらいたい訳だ、森君には
期待しとる…」

　学長　「少し込み入った話のようですが、本学には先生の権威で、次々に優秀な教授陣を約束し
てほしいものですわ、ハッハッハ」

　園教授　「いくらでも、優秀な助教授はいますでな、お金さえ積んでいただければなんとかなるで
しょう、簡単なことや、いやいやこれは冗談、ジョーク饅頭、おまけにワイエルシュトラ
ス・ワインってこっちゃ…」

　森助教授　「先生、もう酔ってらっしゃる？　ハハハ」

　園教授、森助教授の２人が次々に指でお金のジェスチャーをすると、学長もふくめて３人は勢い
づいて高笑い。岡先生は表情が固まり、いよいよ孤立して黙り込む。

次の瞬間、飲みかけだったビールを勢いよく灰皿に捨ててタバコに火をつける。そのようすは異
様だったが、女将以外だれも気にとめなかった

【場面１1】　広島文理科大学の１０２教室

　岡先生が教養コースの受講生向けに、十数人の前で線形代数の講義を行っている
　片手にチョーク、もう一方の手にマイクを持ち、黒板に向かって
　
岡先生　「いま、A＋５＝B、３X＝Yみたいな函数があったとする、これは線形の写像や」
　　　　　　　和とスカラーの函数やから、最初の式は＋５という操作で、Bという集合の結果を得る
わけやし、後の式は３倍することでYの集合ができるわけや」

「ここでついでに、ベクトルを定義しとくで、たとえば（３，５，９）みたいに横に書く、カッ
コ付きで書いたら…、こうや、縦に（２，１）みたいに書くちゅうと縦ベクトル言うんや、こ
れが横と縦のベクトルの定義や」
　
　生徒がざわつき始める
　
生徒１　「先生、高校のときに習ったんは、方向と大きさがあるのがベクトルって教わったんです
けど、なんか変ですけど…」　

　岡先生　「ああ、そうかもしれんが、そりゃどっちでもええんや…、やがてしっくりくるから、いまは
それでええで、ベクトルは数字をカッコに入れればそれで、ベクトル空間になるっての
が、やっぱ定義としては正しい！」

　生徒２　「先生、ええ加減なこと言わんといてください、私もそう覚えさせられましたし、どれで
もええだなんて、数学にあってはならないんじゃないですか？　変ですよ、先生…」
　
教室がざわめきに包まれると、岡先生の目が点になり、一人でつぶやくように応える

岡先生　「変だなんていわれてもな…、受験の数学はつまらんし、おまけに物理と数学を混同す
るのは、よう分からん。ベクトルいうんは、数の要素を抽出した集合や、ただそれだけ
や、カッコでくくった縦や横の中の数をベクトル空間というだけや」

「君らが言うんは、あれやろ。物理学でいう三次元空間の矢印をベクトルと思い込ん
どるから、矢印がベクトルとかんちがいしているんや。そうや、きっとそうや。こんな風
に単位ベクトルだったら“”（eの上に→を載せる）みたい矢印をつけるものだけを
数学でいうベクトルと思い込んじゃあかんのや。ええかな…、物理学と数学は別もん
や」

「もっというと、数学は創られたもんで、もともと、情緒ってことや。つまり、心の世界で
ないと理解できへんもんなんや…」

【場面１2】　広島市牛田町字早稲田にある高台山手の笹原
　夏の夕陽と染まる雄大な雲を眺め終え、そのまま眠りに落ちる岡先生
　宵の明星の呼びかけに気がついて、目を覚ましたと思っていた岡先生

　岡先生　「だれや、ぼくのこと呼びました？　確かに呼ばれたんやけど…」
　　　　　　　「あなたは、誰なん？」

　金星の女神　「私は、ナーマギリ」
　　　　　　　　　　「数学者ラマヌジャンとの素敵な出会いがあったこと、あなたも知っているでしょう、
そうそれが、金星の女神ナーマギリ、私のことです」　

　岡先生　「あなただったの、ナーマギリって…。思っていた通り、美しいお人やんか…。まるで絵の
中のような天使や…」

「ラマヌジャンが、あなたから数式を教えられたと聞きおったで、今では有名な話や！
だから、ぼくも知っとる。やっとぼくは助教授になれた、これから家族を養っていくこ
とが、ぼくにもできるちゅうこっちゃ、でも心配はなくならへん…」

　金星の女神　「ラマヌジャンは、素直な心で私の暗示をいつも受け入れました、あなたも神の指
で書かれた数式が知りたいのですか？」

　岡先生　「ぼくは十分に、神の指が描いている正則領域のビジョン、不定域イデアルのたくさんの
　　　　　　　夢も見てきました」

　金星の女神　「そのようですね潔さん、あなたは美しい世界を発見する頭頂葉、その開かれたチ
ャクラを生まれつき持っているのです…」

　岡先生　「ぼくの研究が成果を発見すると、間もなく決まってフランスの連中で誰かが、ふしぎな
ことに、ぼくと同じ結果の論文を一歩先に出しよる！」

「何でや？　だれかに盗まれとるんよ、もしかするとスパイや！　きっとスパイの仕業
や！　でなけりゃ説明つかへん…」

「何かを発見をすると、テレパシーで伝わるように、すかさず送り届ける仲間がおるん
とちゃうかな？　報酬もらって伝えようというのがきっといるんや、ぼくの身近なところ
に、いつもどこかに、何かに変装しとるかもしれへんで？…」　

　そういうと岡先生は急に深い眠りにおそわれて、気を失ってしまう
　ふたたび目を覚ます岡先生

　岡先生　「ぼくの発見は、新しい価値とそれに従う世界を見つけたことなんや」

「金星の女神さま、ぼくの発見を盗もうとするやつが、いつもぼくを偵察しているんで
す。時にはだれかに変装して、まんまとぼくの記憶をだまして盗み出そうとしてくる…、
そいつらを許すなんて、ぼくにはできひんのや！」
　
岡先生は、薬物でも服用したかのように、もうろうとしはじめた
目を覚まし、風景をはっきり見極めようと、何度も目をこする
金星の女神を探したがなぜか見つからない

【場面１3】　牛田川沿いの土手道
自転車から降りて歩きながら、夜間中学に通う二人の学生
会話が聞こえてくる

中学生A　「おい、今日の試験教えてもらったとこや、なんやったか難しい問題やったな…
試験前にお前に見せてもらってよかったで、おれ助かった、親におこられんと…」

中学生B　「おまえんとこ、親うるさいけん、たいへんやな！」

中学生A　「期末試験によ、えらい先生の論文なんか引用した、あんな難しい数学問題なんて
出しよるかな？　ほんま信じられんで、昼は工場の仕事でくたくたやし」

中学生B　「そうや俺も同じや、難しい問題でも、簡単な答えにスパッと結果を導くゆうんが、
本当の数学の知識ゆうもんや、そんなん盗まんでどうやって分るちゅうんね！」

【場面１4】　二人の中学生の会話が聞こえてくる
　岡先生ゆっくり起き上がり、中学生のことばを繰り返す

　岡先生　「本当の数学の知識…？　
盗まんでどうやってわかるん…？　
あんな難しい問題…？」

【場面１6】　宵の明星を眺めていた岡先生の眼が、土手を横切る中学生に向けられた
　ガバりと起き上がり、岡先生が二人を呼び止める

　岡先生　「おい、お前たち、ちょっとぼくのところへ来なさい、数学の問題って聞こえたでな…」

　　　　　　　「やっぱりお前たちだったんやなぁ、盗むなんてどういうことや…」

「最低や、おかげで世界的なぼくの発見が、ぼくの大切な瞑想の結果が、ものの見事
に盗まれていたとはおどろきや！　」

「悪い心が芽生えてしまってからでは遅すぎるやないか、こらしめなあかん！」

「スパイが中学生に変装しとるんか？　手に入れた情報をどこに流しとる？　」

　中学生A　「おっちゃん、なに言うとん？　おれたちスパイやなんて、何もしとらんけ、冗談やろ！」

　中学生B　「おお、やばい！　暗くて顔も見えんし、こいつ気ちがいや！　おい、はよ逃げるで！」

　岡先生　「あほか、おまえらみたいんが、純粋な研究を、すっかりダイナシにしてしまうんや！」

　　　　　　　「少しやな、痛い思いせんと分からんのケ？　証拠を見つけたる！」　
　　　　　　　「白状せ、目を覚ませっちゅうんや！」

　岡先生はそういうと、中学生Aの帽子をむしり取り、こぶしで少年の顔面を一発殴打した
　腰を抜かした二人の中学生が自転車を放り投げて、よろけながら笹原に倒れる
　息を荒げて、震える二人の中学生

　岡先生　「お前の帽子と、もう一人のお前の靴も…、スパイ容疑の証拠で取り上げる！　ぼくが、
ちょうどや靴を履いてこなかったから、証拠品として、罰もかねてや、ぼくがあずかって
おくで！」

　中学生B　「おい、やばいからにげるぞ！」

　岡先生　「まさか中学生に変装するとはな？　ぼくも中学生のとき、こんくらいの研究が理解でき
るくらい勉強したもんや…、とりあえず帽子と靴、そして自転車や、犯人を特定できる物証はなんとか差し押さえたで！」

　そのことばを聞くと、少年たちはいよいよ怖くなり、二人は土手道をふりかえりながら駆け出した
　岡先生は一人取り残され、頭が割れそうや…と、つぶやきながら再び笹原に崩れ落ちて気を失
ってしまった

【場面１7】　　牛田川の土手道の笹原
　警察官と二人の中学生が、笹原で寝ている岡先生に近づく
　
　警察官　「おい君、起きてくれ、こんなところで寝てはいかんよ、君はだれだ、どこのもんじゃ」

　呆然とした表情で、よじれた着物のまま起きる岡先生

　岡先生　「…、お巡りさん、ここは何処かね？　金星から来たあの少女は？　いや人ではなかった
　　　　　　　かもしれない、あの金星の神様を見なかったかね？　名前が思い出せんぞ、あ、そうや、
　　　　　　　ナ―マギリやった！」

　警察官と二人の中学生が顔を見合わせる

　警察官　「ここでは事情が聴けないので、駐在所まできてもらうよ！」

【場面１8】　駐在所の中、取り調べを受ける岡先生
　あわてて駆けつけ、駐在所のドアを開ける岡先生の妻みち

　みち　「潔さん、ほんま驚かさんと…」

　みちが泣き出す

　岡先生　「ぼくはね、宵の明星を見ていたんだ、そうしたら例のクザンの第一問題が見えてきて
ね、≪単葉な正則領域において、クザンの第一問題はつねに解ける≫って」

「やさしい女性の声がしたと思って、振り向いたら女神やったんや、お前なら、きっと信
じてもらえるやろ…」

何度もうなずきながら、涙をこらえる‘みち’
しばらくの沈黙の後、岡先生は続けた

岡先生　「あのポアンカレの弟子、ピエール・クザンやね、四十年を超える大定理や、それが分か
ったんや、何か上空を飛ぶように移行できるイメージがぼくを虜にしてしまったら」

「そうしたらな、しばらくして、あの女神の声が聞こえてきたんや！」

　警察官　「奥さんには心当たりがありますか？　その話分かりますやろか？　先ほどからチンプンカンプンでして、文理科大学の先生として来なさった、ゆうんは分かったですがね…」

　　　　　　　「新しくできた広島文理科の大学の先生じゃそうで、あまり勉強をしすぎてちょっと、ゆうことあらへんでしょうかぁ？」

　みち　「ほんまにご迷惑おかけしました、うちの人は研究のことになると他は何も見えなくなる人
ですから、お電話では中学生の方にも何か殴り掛かったなんて、きっと考えすぎて、ど
こか、何かがおかしくなってしまったのでしょうかしら…、申し訳ございません…」
　
警察官　「奥さん、もう中学生には穏便に済ますちゅうことで、親の了解を得て帰ってもらったい
うことでの、先生の留置ちゅうんは忍びないですけん、奥さんが保護していただくとぉ
助かります…」
「ただね、もう連絡しとるんですが、広島脳病院にしばらく入院していただくちゅうこと
になっとります…。そこのお医者先生が、もう退院してええちゅうまでになりますが…」

　みち　「はい、ほんまにお世話になります、潔さん、今日のことはまたゆっくり聞かせてもらいます
その女神さまゆう話は…」

　岡先生　「ぼくはね確かに聞いたんや、クザンの問題がぼくの発見した上空移行の手順やったら
うまくいくゆうんことや…」

　みち　「潔さんの研究は、それはそれでええんや、でもな、　しかも夜学で頑張っとる中学生に、
何してくれるん？」

　岡先生　「それは、何のことや…」
　　　　　　　「ぼくの研究が盗まれているかもしれないんは、夢の中で聞いた話のような気がするけ
ど…、そやけど何のことか、もう忘れてしまったで…」

　みち　「ほんまに覚えとらんの？」

　岡先生　「覚えとるで、金星の女神がな、名前がナーマギリや、そうや、はっきりちゃんと覚えとる」

　みち　「そうやなくて、夜間中学生の帽子や靴、自転車もそうや、子どもらにしてみれば怖かった
ろうな、ほんまかわいそうに…」

　警察官　「おまけに、中学生が言うにはな、一発なぐられたちゅうらしい！」

　岡先生　「そのことは何のことか分からんが、けどぼくの研究をだれが盗んだのか分らん。いく
つかの発見を盗まれてしまったことはな、目が覚めてから推論で分かたんや…」

　警察官　「先生は、勉強のし過ぎや、みんなそう言うとるけん、しばらくゆっくり休まれた方がええ
思うで…」

　岡先生　「…」

　警察官とみちが顔を見合わせ、困惑した表情になる

【場面１9】　広島大学の学舎風景
　広島大学紀要に博士論文として掲載受理される

　字幕：　岡が命名した「上空移行の原理」
…変数の個数を増やすことにより困難を緩和する手法…

この原理を使い書き進められた研究が
クザンの第一問題の解決に関して書かれた論文となり
広島大学の数学紀要に掲載が受理される
論文名　『多変数解析函数について』

【場面2０】　湯布院温泉、湯布岳の風景
字幕：　「広島事件の起こる １年前」

【場面21】　湯布院温泉の夏
中谷一族の経営する温泉宿

商店街を散策する岡先生と考古学者の中谷治宇二郎
療養中の治宇二郎の身体を気遣う岡先生

　中谷　「潔さんとこうして散策してると、パリの留学時代を思い出すね」

　岡先生　「ぼくは、治宇さんの病気が切なかったし、辛かったんやけど、こんな風に療養の名を借
りて、人として深い付き合いができるいうんが、ただただ嬉しいんや」

　中谷　「ぼくは潔さんに世話になってばかりだったよ、あのころすっかり胸をわずらってしまった
からね、今は肋膜炎もだ。あこがれのパリだったけど、あんな冷たい石のアパートで死ぬ
のかと思うとなんとも寂しくて、辛かった」
　
　岡先生　「ぼくが余分にもらった留学費用、君の治療費として役に立つなんて、ほんまふしぎな
めぐり合わせやったで、みちも治宇さんに会うのが楽しみやったみたいやし…」

　中谷　「こうして今も療養してる、体力を取り戻すってことで温泉三昧はうれしい話だが、いつに
なったら潔さんらに恩返しできるんだろうね、このまま世話になって命が終わったら許し
てくれるかな？」

　岡先生　「ぼくらの間に、貸し借りなんてあるわけないやろ、気にすると、体にこたえるで…」

　中谷　「そうじゃなくて、ぼくの兄貴の北大の宇吉郎が、潔さんといっしょに札幌に来てくれといっ
　　　　　　てるんだ北海道大学の数学教室には吉田洋一先生がいるの知ってるでしょう？　」

「その人、岡潔に会いたいと言っているそうだ、研究の環境を整えておくといってくれて
いるらしい、実にいい話じゃない？　研究ができる環境が手に入るってことだよ…」　

二人が茶屋のれんの前で立ち止まり、中のようすをうかがう

　【場面22】　茶屋の中から、「いらっしゃいませ」の声
　岡先生と治宇二郎が席に座り、治宇二郎が「ホットミルク２つ」を注文する

　岡先生　「…、物理学の宇吉郎先生、雪の結晶の研究で一世を風びした君の兄貴が、そんな気
の利いたこと考えてくれとったんか」

　中谷　「ぼくのことはかまわんでいいから、いつかは北大にも行ってほしいな…。岡さんの研究の
ためや。案外、潔さんなら寒いところに行くと研究の成果がありそうに思うんだけどな。
ぼくはそう思う、いい結果が待っとるような気がする！」

　岡先生　「広島の大学が行かせてくれるかな…。いつか行きたいとは思うで…、ほんまありがた
いこっちゃな、みんなええ人ばっかりで、ほんまに」

「…ところで、君との想い出があるあの、サンジェルマン・アン・レーの下宿やたびたび
治宇さんと訪ねた、なんて言ったっけあの遺跡？」

　中谷　「カルナック？　神戸からマルセーユに日本郵船で到着した旅も、忘れられない想い出だ
し、サナトリウムのあった、トノンでの暮らしも、潔さんとみちさんの助けが無かったら…。
ぼくの病気が早く治るように世話してくれて、感謝してもしきれない！」

　岡先生　「ここでしっかり療養して、いつか元気になってやな…、またやって行けるで！」

　中谷　「潔さんが自身の留学を延長して国費もらってくれたから、ぼくも病気の身でありながら
パリのホテルに戻ることができたし、考古学の研究が続けられたんだ…」
　
　岡先生　「少し身体が冷えてきたかもしれへんで、またホテルに帰ったら、湯に入ろうや」

　中谷　「こんな湯治場に、ぼくも身内の縁で来ることができたし、潔さんと分野がずいぶ
　　　　　　ん違うのに、なんで、こんなに話が合うのだろうね」

　岡先生　「独創的な仕事には変わらんがな、前世でもぼくたち、きっといっしょに暮らしたんや」

　ホットミルクを飲みほした二人が顔を見合わせ微笑む
　湯布院観光バスの客がどっと店に入り込む、席を譲る二人

【場面23】　１９３０年パリ、ソルボンヌ大学
ガストン・ジュリアの講義を聴いている留学生の岡潔（３０歳）
講義中に後ろから肩をたたかれる岡先生

[bookmark: _Hlk185926779]郵便局員　「Monsieur(ムッシュ) Oka？」
　　　　　　　　（岡さんですね）

岡先生　「Oui,　ｃ’est moi.(ウィ・セ・モワ)」
　　　　　　　（はい、私です）

郵便局員　「C’est nu telegramme.(セタン・テレグラム)」
　　　　　　　　（郵便が届いていますよ）
岡先生　「Merci infiniment.(メルスィ・アンフィニマン)」
　　　　　　（これはどうもありがとう）

郵便局員、笑顔で岡先生に電報を渡す
受け取る岡先生、電報に目を落とし、みちの名前を確認し微笑みながらつぶやく

岡先生　「いよいよ、みちも到着したか…、マルセイユに迎えに行かないと！」

【場面2４.1】　神戸からの日本汽船が到着するマルセイユの港
　迎えに来た岡先生が、みちを見つけて船に手を振る
　船を降りるみち、二人の再開を喜ぶ表情が交錯する
　言葉がないまま微笑つづけ、手を取り歩く二人

　みち　「潔さん、何かいってくださいな」

　岡先生　「無事に到着して良かった、パリのホテルには、あの治宇君もおるし、楽しくやろうや」

　さち　「治宇さんの身体はもう心配いらないの？」

　岡先生　「まあ、死ぬ寸前まで人間は生きてるよって、心配してもあかん…」

　みち　「こうして海外に来られるとは思わなかったし、あたしはほんまに嬉しい…」

　二人は顔を見合わせて微笑む

【場面24.2】　マルセイユのホテルの部屋に差し込む夕日
　窓から身を乗り出して町を眺める二人のシルエット

　岡先生　「明日には、治宇さんとフロディ夫人にも会えるで…」

　みち　「あのとき言っていた、通訳とお食事の両方お願いしとるゆうん人？」
　　　　　「お会いできるの楽しみや、すっかりお世話になっとるんやね」

　岡先生　「ありがたいで、通訳あらへんと、とにかくたいへんやからな」

　みち　「私もフランス語覚えんとな、潔さんにまけんと…」

【場面2５.1】　巨石遺跡が見られるブルターニュ地方カルナック
　　運転手付きの車と夏のブルターニュの海

【場面2５.2】　古墳ホテル入口
運転手付きの車でサンミッシェルの中腹にある古墳ホテルに到着する一行

　岡先生、みちさん、治宇さん、家庭教師のフェロディ婦人の４人が連れだってブルターニュの海
を眺め、治宇さんの希望で考古学に欠かせないカルナックの遺跡を４０日ほどかけ調査決行

みち　「今日からここで、１ヶ月ちょっとお世話になるのね、フェロディさんも通訳とかお世話してく
れる。これからほんま、よろしうお願いしますね、とても心強いわ」

フェロディ　「J’ai aussi un fils de la taille d’un enseignant. S’il vous plait, 
laissez-moile soin. 私にも先生たちくらいの息子がいますから、お世話
は任せてください」

　二人は、満面の笑顔を交わす

　中谷　「おお考古学のメッカ、ぼくもここなら元気になりそうだ、きっとカルナックで、たくさんの
発見があるかもしれない…」

　岡先生　「ええぞ、その勢いや、治宇さんはなんたって石川県人の天才考古学者や、病は気から
なんやから！　元気でおってくれんと、なんたって、ぼくが困るんや」

　微笑に包まれながら、古墳ホテルを見上げる４人
　
【場面26】　カルナックに遊んだ１ヶ月が夢のように過ぎる
　フランス南西部にあるレゼジー村の洞窟画や彫刻遺跡を見学する４人
　治宇の助手を務める岡先生、みちさん

　みち　「こんなモノが今も残っているなんて、信じられないわ」

岡先生　「治宇さんの姿を見ていると、永遠の旅人のような気がしてきおったで？　数学やかて、
　　　　　　こんな感じいうんか、美しいふしぎを日々探求しているんかもしれへんな…」

　フェロディ　「Les professeurs sont super.（先生たちは偉いですよ）」
          
  「L’esprit d’enquete est aussi fort qu’un enfant.(探求心が子どものよ
　　　　　　　　　うに旺盛ですものね)」

　みち　「Je le pense vraiment aussi.（私もそう思いますわ）
　　　　　ところで、潔さんの研究は大丈夫なん？」

　岡先生　「ああ、ぼくはね治宇さんが幸せであればそれでいいんや、それだけで、ぼくの研究ゆ
うんは、寝ている間に仕上がってカタチになるよって、安心しなさいな」

「寝て起きると、でけとる…。ふしぎなんやけど、ほんまや、いまは我が師ジュリアの論
文を読むのが仕事や！」

　中谷　「これなんかものすごい価値ある遺跡なのです、ほれこの色と描かれた動物の絵姿！　
こんな貴重な石が今だに掘り出されているのは驚きなんですよ！」

　みち　「それもすばらしいのですけど、
私はフェロディさんの作る食事が素晴らしくて驚いていますし、フランス語の家庭教師に
は、ありがたくて感謝しかあらへん！」

　４人の屈託のない笑い声
　みちさんが、治宇さんの助手か秘書のように壁画の調査、貝塚の発掘を手伝っている
　
岡先生は、遺跡の石に寄りかかりながら、夕暮れまでソルボンヌ大学で手に入れた師のガスト
ン・ジュリアの著作を読みふけっている

字幕：　≪ジュリア著 『解析函数の正規族とその応用（１９２７年）』
『孤立する本質的特異点をもつ一価函数について（１９２４年）』≫

【場面27】　治宇さんとみちさんの遺跡調査のようす
遺跡絵柄の数々と周辺のロケーション
岡先生の読書を時折のぞき込むフェロディ婦人の愛らしいしぐさ
　
【場面28】　サンジェルマン・アンレーの下宿に移動してからもいっしょに過ごす４人
フェロディのフランス語講座の後は、いつものように料理を囲んで食事を楽しむ

中谷　「フェロディ婦人のおかげでフランス語もなんとかなったし、おまけに料理は、ぼくの健康
に欠かせないから、ほんとうに感謝なんだ」

「それにフランスに来て良かった、夢のような楽しい日々だからね、そう思わんかい潔さ
ん？」

岡先生　「ミセス・フェロディは、ぼくらに必要なフランス語の先生ちゅうこっちゃな、それにフラン
スの夏は、日本の秋という感じがして、思っていたよりも快適な季節やないか」

みち　「私もミセス・フェロディがいないときは、厨房で料理してるし、感謝して欲しいんやけど」

中谷　「そりゃ、もちろんですよ！　ね、岡先生！」

岡先生　「治宇さんの健康のためなら、ぼくかて役に立っとるとも…」

みち　「そやけど、治宇さんの今後のことを考えると、日本の温泉かどこかで、少し療養した方が
　　　　ええんとちがうかな？　体力をつけるいうんか、温泉は英気を養うのにええやんか」

岡先生　「パリの冬はなんだか寒すぎや、ぼくも留学期間だけで、もうあかんかもな、研究の方
針が見つかったら、日本で仕事がしたい思う。もしかすると、ふるさと紀見村がええの
かもしれへんな、ぼくのふるさとやから」

中谷　「考えとくから安心してくれ、親が大分の湯布院で温泉宿経営しているから、前から潔さ
　　　　　んにも聞いてみようと思っていたんで…」

「ぼくも胸を患ってさらに肋膜炎って言われてから考えていたんだ、入院してばかりより
湯布院に行くのもいいかなってね」

「よかったらその時は潔さんとみちさんも、いっしょにさ湯布院の温泉に骨休めに来て欲
しいし、少しの間でもいいから、世話になったお返しができると思うから…」

　治宇さん、岡先生の顔をじっと見つめる
　岡先生が屈託のない子どものような表情を浮かべながら

　岡先生　「友だちゆうんは、感情が一つに溶け合うものなんよ、まして異国の地にいると困ったこ
　　　　　　　とでも何でも助け合わんと生きていけんしな。互いの研究やかて生きていてなんぼち
　　　　　　　ゅうこっちゃ、もちろん行くで、うれしい話やないか、ぼくたちもそんな関係なんや…」

【場面29】　広島牛田の書斎
北大の中谷宇吉郎に向けて手紙をしたためる岡先生
夏休暇に研究のために札幌に行き、北大の研究室を借りたい旨を伝える

　岡自身のナレーション：
　文面字幕：　治宇二郎君を通して知り合えた中谷先生のご縁に感謝しています。
ぼくも、みちを連れて、お誘いいただいていますように札幌の夏を体験し、学位につ
ながる本格的な研究に弾みをつけたいと思います。
つきましては、京都大学にまだ無かった文献で、阪大にお願いするのも気が重く
いやなので、北大にて次の二冊を図書室にお借りいたしたく、お願いしていただき
たいのです。

アンリ・カルタン著『二複素変数の函数について』（１９３０年）
アンリ・カルタン著『ある整的関係で規定される多重形成体について』（１９３１年）
　　　　　　　　　この二つの論文さえあれば、今回の研究が完成すると考えています。
　　　　　　　　　めんどうおかけしますが、仮住まいと共に手配のほどよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　中谷先生のお誘い、誠にありがとうございます。
　　　　　　　　　
六月二十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　潔


【場面3０】　１９３４年札幌市、中谷宇吉郎の家
玄関に到着した岡先生家族と甥の北村駿一
岡先生、みち、長女のすがね（二歳）、北村駿一の４人が、笑顔で出迎えた中谷夫妻と会う

　中谷夫人　「待っていましたよ、予定通りでしたね、お疲れでしょう？　岡先生の甥の北村駿一さ
んよね、お聞きしてましたから大歓迎ですのよ」

　北村駿一　「岡先生から誘われたので、ぼくまでお世話に…。一緒にお世話になりたい思っとりま
す、中谷先生には将棋でお手合わせ願えると聞いてましたので、楽しみです」

　岡先生　「今回はおおきに、家内だけじゃなくて、娘のすがねと北村君も連れてきまして、私らの
願っていた休暇で、ほんま贅沢な夏休みですわ」

　みち　「中谷先生のおかげです、ありがたいことです、住むところまでお世話してもろうて…」

　中谷先生　「いやいいんですよ、家の治宇二郎こそあんなに世話になって、命の恩人だって、い
つも治宇は言ってましたから、娘さんも生まれたんだね、そりゃ良かった」

　みち　「涼しい北海道の夏は、きっとカルナックと同じくらいなんかなって、話しとったんです」

　中谷夫人　「わたし英文学なのでフランス語読めないんですけど、みちさんが治宇二郎さんの考
古学の助手までされたって聞きましたよ」

　みち　「助手だなんて、ほんま楽しかったので、おかげさんでフランスでは夢のような体験させて
もらいましたえ」

　中谷先生　「ささ、中に入ってください遠慮はいりませんよ、これから二か月くらですけど、どうか
気軽にやってください」

　岡先生　「ほんまに遠慮なく、将棋も中谷さんとならええ勝負やし、甥の北村も先生との対戦を
楽しみにしとりましたで」

　中谷先生　「そうそうそういえば、岡さんの必要としていた論文、お願いされていたのが、図書室にすでにありましたよ」

　岡先生　「そうでしょうそうでしょう、アンリ・カルタンのあれがあらへんと、ぼくの研究は進まない
って分かったんや、ほんま助かりました、読むのがほんま楽しみや…」

　中谷夫人　「男の人は、これだから頼もしいですわ、研究に人生かけられるって、ほんと羨ましい
わね」

　中谷夫人の笑いにつられて、緊張が解け４人が笑う

【場面31】　北大中谷研究室向い理学部の応接間
２カ月間限定の岡先生数学研究室になる
手書き文字：　「岡数学研究室」

　中谷夫人　「失礼しますよ、岡先生！」

　ソファに横になっている岡先生、寝ていて起きない

　中谷夫人　「あら、せっかく陣中見舞いを持ってきたのに…」

　お茶を入れ始める中谷夫人
　その音で、急に起き上がる岡先生

　中谷夫人　「ごめんなさいね、起こしてしまって」

　岡先生　「このソファ、いい感じでね、つい寝てしまうんや」

　中谷夫人　「うちの旦那にお昼をもってきたので、宇吉郎さんの部屋でごいっしょしませんか？」

　岡先生　「それはすまないな、お昼はしっかり食べないと、なんて寝ながら考えてましてねぇ」

　中谷夫人　「ハハハ、岡先生も、どうぞ遠慮なく向こうでごいっしょに」

　岡先生　「昼寝したら、何を読んでいたか忘れてしもうた、けどな、それがヒラメキにええんよ！」　

　中谷夫人　「あら、ハハハ、ホホホ」

　中谷夫人が、これ以上笑ってはいけないとばかり、咳払いして手で口をふさぐ
　微笑む二人

【場面32】　北大の図書館と周辺の建物群
穏やかな日差しの中、夏休み中の通用門を通る学生と研究者たちの姿

【場面33】　ポプラ並木とクラーク博士像
　クラーク記念館を見学する岡先生

【場面34】　公園のように広い図書館前、川沿いの並木
木陰のベンチに寝そべる岡先生
アンリ・カルタンの二つの論文を読みふける岡先生の独り言

　岡先生　「クザンの第一の問題は、これを使えばええんや、そうやこれやないか…」

　　　　　　　「どうしてこんな簡単なことに、ぼくは気がつかんかったんや…」

　　　　　　　「いやいや、新しい定理を発見するとだれもがそう思うもんや、毎回そう思う…」

　　　　　　　「だから反対に、自分が発見したことがかんたんに盗まれてしまうのも良くあるんや…」

　　　　　　　「気いつけんとな、カルタンやて、盗まれるのを恐れていたはずや、でもこうして理解し

たやつが、次にぼくみたいにその定理を遠慮なく使うちゅうわけや…」

「自分は盗んでおるとは思わへんが、考え方によってはカルタンのアイデアを盗んで、
自分ですべて考えたかのように新しい価値を付け加えとる…」

「言ってみれば、考えようによっては、ぼくも盗みの共犯者みたいなもんやないか…」

「いや、引用でええ話やったか…」

【場面35】　岡研究室の開かれた窓から見える緑の立ち木
場面が切り替わり北大理学部の応接室、ここが仮の岡研究室
贅沢なソファと隅に配置された机と椅子、ゆったり論文を読む岡先生
カルタンの論文にたくさんの赤線が引かれ、自身の論文執筆に励んでいる

　岡先生　「そうや、そうやないか…」
　　　　　　　
「これは思った通り、やはり自明やったんや…」
　　　　　　
　「北海道は思った通りに空気の波動がええ、そやから、数学が育って見えてくるもんな
んや…」

　中谷先生　「おじゃまするよ、岡さん」

　岡先生　「中谷先生、札幌の夏はカルナックに似て、ぼくには最高の環境や、ほんま助かる」

　中谷先生　「弟の治宇二郎はあの世に旅立ってしまったが、君にこうしてお返しができて、あいつ
も喜んでいるだろう…、湯布院に来てくれたことも、あいつ感謝していたよ」

　岡先生　「ほんまに治宇さんは限られた人生やったから、残念やったけど湯布院にあの後に別れ
　　　　　　　に行けて良かったと思う、ぼくは人生でこんなに悲しかったんは初めてやった…」

　中谷先生　「治宇のやつ、暖かい湯布院で過ごせたのが、せめてもの救いだったと思ってる」

　岡先生　「アンリ・カルタンのこの二作、その先がこの通り、ぼくにははっきり見えてきたで！
この時代に生きているんは幸せや！」

「おまけにここの図書館で発見したんやけど、ベンケとトゥルレン共著の『多複素数変
数解析関数の理論』いうのが、シュプリンガー社から出ておってな、そいつに三つの未
解決問題が手つかずに残ってるゆうんを知ったんや…」

中谷先生　「そうなのか、ということは？」

　岡先生、『多複素数変数解析関数の理論』をそっと引き出しから取り出し、中谷先生に見せる

　中谷先生　「そいつは決定的な一冊との出会い、ちゅうことなのかな？」

　中谷先生、論文を手に取り、ゆっくりめくる

　岡先生　「そんなとこや、おかげでフランスから持ち帰った懸案の論及だと探求者が多くて、結果
もいろいろ出ておって、自分の研究がすぐに先を越されそうなんや」

「スパイがいるんやないか思うくらい、成果がでまわっとるで、ほんま、それでな、斬新
な学位論文にならんことも分かったんや…」

　中谷先生　「それだけ先端が分かってきたんなら、ここにいる間にできるだけ書き進めるというこ
とだよ」

「何かしらの結果が出て、もし京都大学で受理されなかったら、ここの数学教室の
吉田君に提出してみたらどうかな、きっと受理してもらえるし、学位も出してもらっ
て教授職ができるようになるさ」

「この未解決たちに挑戦ってことかな、ほんとに岡君はまったく度胸があるな、いつ
も驚かされるし、感心するってことよ！」

　岡先生　「ゆくゆく提出するのは京都か広島にお願いしてみようとは思っとるけど、吉田先生から
推薦いただけると、そりゃあ心強いと正直おもっとるで！」

　中谷先生　「そのときは連絡してくれ、おれも力になりたいから遠慮はいらんさ…」

　中谷先生が岡先生の肩に静かに手を置いてうなずく
　岡先生、力強くうなずき微笑む

【場面36】　中谷先生宅、居間
　食後のお茶を飲む中谷夫妻

　中谷先生　「札幌に来て、岡君はボーっとしているようで、なんか成果が出ているみたいだよ」

　中谷夫人　「あの人、なんかとてもかわいいんですのよ」

　中谷先生　「かわいいとはまた、三十過ぎの立派な大人なのに…」

　中谷夫人　「研究者さんは、みんな子どもみたいに純粋なのかもね、私が昼食であなたの教室に
誘ったときがあったでしょ、あのとき応接のソファで寝ていたんです」

「たびたび行くといつもそんな光景ばっかりなんで、私ね吉田洋一先生の奥さん、
英文学の勝江さんからお聞きしたんですけど、岡先生は嗜眠性脳炎（しみんせいの
うえん）なんですって…、まぁ笑える」

「もちろんあだ名なんですけどね、妙に的を得ていてそんな感じがしてるんです」

　中谷先生　「あやつはさ、おれみたいなどっちかというと教育者としての人間からみたら、真似で　　　
きない天才だよ」

「だからいつも、眠ったようにウトウトしているんだな、起きていてもいつも寝ている
みたいな感じっていうか、だから一般人からみたら何か変なんだよな」

　中谷夫人　「それは私も分かるのよ、私も学問を少しかじっているから理解できるつもり、優秀な
先生にありがちな変人ぶりですわね」

　中谷先生　「変人というより、天才のもつ純真というか、凡人がどんなに頑張ってもまねできない
性格っていうか、そんな世界に住んでいる、ということかもしれないね」

　中谷夫人　「私はそんな岡先生が好きですよ、あなたもそれには異論がないと思うけど…」

　中谷先生　「そりゃそうさ、治宇二郎のやつも天国できっと喜んでいるにちがいないさ」

　中谷夫人　「治宇二郎さんが肋膜で亡くなって、ちょうど一年ですかね、やっと気持ちの整理もで
 　　　　　　　　きて、落ち着いたころですものね」　

　中谷先生　「おれだって治宇二郎の残した研究が、岡さんの今後の活躍に役立ってくれるはずと
信じているさ、そうでないと治宇が不憫でならないんだ…」

　中谷夫人が、目を落として座っている宇吉郎をそっと後ろから抱いた

　中谷先生　「そういえば、岡さんの甥っ子の北村君が、今夜も岡君と一緒に食事によっていくん
だよね」

　中谷夫人　「下宿で勉強をしてから、毎日夕方６時にいらしてますよ、お手伝いさんがいるのは
中谷家だけですから、みなさんいつも通り一緒にご飯をいただいて、今日もにぎや
かそうですね」

　中谷先生　「北村駿一君とは将棋を指さないといけない、彼は良く考える棋士でときどき先鋭な
手を見せるから、おれも勉強になる」

「なんでも岡さんが甥の北村君に将棋を教えたそうだ、あの九段の『金子金五郎ポ
ケット文庫』を使って手ほどきしたらしい」

　中谷夫人　「なんか将棋まで本格的なんですよね、しかもみんな歩いて帰れるところに住んでい
てくれて、なんか家族のような人たちに囲まれていますね、岡さんといっしょにみち
さんや、すがねさん、北村さんまで札幌に来てくれて！」

　中谷先生　「それが治宇二郎と岡さんの友情がもたらしてくれた、新しいファミリーってことかも
しれない、将棋は岡さんも強いからな、マージャンも強いし、大したやつだ」

　中谷夫人　「そうね」

　中谷先生　「おれの師だった、あの寺田虎彦先生も才能があって、しかも豪快だったが、その偉
業を超える大物なのではないかって、この歳になって岡のすごさを感じてるんだ…」

【場面37】　１９４２年、札幌駅
中谷先生夫妻の見送りで紀見村に向けて帰郷する岡一家と北村駿一

中谷夫人　「みんなが一斉にいなくなると寂しいわ」

中谷先生　「いつかはそうなるさ、この夏の成果が楽しみだ」

岡先生　「ぼくの研究室まで作ってもらって、こんないい想い出はそうあるもんではないさ」

みち　「感謝しかないわ、もう泣きそうです」

北村駿一　「ぼくも静養になりました、中谷先生のご指導で棋力もアップしましたし」

中谷夫人　「また一人でおいでなさいな、いつでも我が家だと思って！」

北村駿一　「ぼくまでお邪魔して、ほんまにうれしいこっちゃ、おおきに、涙もろいみちさん泣きそ
うなんで、その分もお礼いうときますで…」
　
　岡先生　「中谷先生、今回の結果を早くお知らせしないとあかん、治宇さんのご供養いう責任も
ありますよって」

　中谷先生　「ほんとうなら、岡さんに北大の数学教室創ってもらいたかったけど、そこまでの流れ
ができんかったようだから、これもなにかこの先、岡さんに待っている運命があるよ
うな気がする…」

　中谷夫人　「もう汽車に乗らんと発車しますよ、時間ですよ」

　みち　「函館で船にのるから、北海道はほんま外国なんよね」

　北村駿一　「みちさんは、治宇さんのこと慕っていましたから、昨年以来別れがつらかったゆうて、
なんや涙もろくなってしもたようでな」

　列車が滑り出し、皆が一斉に別れの手を振り始め
　岡先生、汽車の窓を開けて身を乗り出し大きく手を振る

【場面38】　東京大学、数学物理学会において講演発表
　紀見村自宅に帰郷後、新境地開拓をめざし『不定域イデアルの研究』を本格開始

【場面３９】　紀見村の自宅に届く郵便
岡先生、広島文理科大学からの郵送通知文面を開く
広島文理科大学の紀要に掲載拒否の内容

【場面４０】 紀見峠の自宅
学位論文の拒否に激怒する岡先生の独り言

　岡先生　「仏文が分かりずらいから？　日本語に書き直してくれ、ちゅうんはどういう了見だ！
　　　　　　　学位はあったほうがええから、審査中やけんど、分量が足りんから以前の論文を付け
足して増やしてくれやて…、あきれるな、こんなあほな連中と、この先どうかかわらんと
いかんちゅうんや…」	


【場面４１】　自宅裏庭の畑
岡先生、怒りに任せて鍬をふるい始めるが、やがていつもの穏やかな農作業に変わっていく

【場面４２】　日が変わり、岡先生の書斎
少し前に届いたアンリ・カルタンからの励ましの手紙を読み直す岡先生
満面の笑みで封を開く

　岡先生　「今日は天気もええし、山もよう見えとる、懐かしいアンリ・カルタンの字や…」
　　　　　　
　カルタンの手紙、挨拶文面の一部を映した手紙文

　岡先生　「日本の数学は、それから見るとなんや。
なんでだれもかれも、新しい数学世界が見えていないんやろう、この違いはどこから
くるんや…」
　
【場面４３】　紀見村の瞑想台にボーっと座り佇む岡先生
郵便配達員に声かけられる

　郵便局員　「ちょうど良かった、先生にお手紙です、これです、どうぞ…」

　岡先生　「ああ、おおきに、ありがとう！」
　
　手紙を開き、読み進めて次第に機嫌が悪くなる岡、頭を掻き揚げ虚空をにらみつける

　岡先生　「これだから、田舎の大学は三流のままなんや。新しく赴任した数学のやつ、あやつの研
究分野がちゃうから紀要に掲載できないゆうて、受理を拒否するかいな、あほかほん
まに…」
　
みち　「お茶です、どないしはったんです？」

　岡先生　「まったくや、ぼくの論文の分からないやつが、何をいうてるんや」

　みち　「分からないんは当たり前や、だれも分かりません、みんなが分かるならあなたの仕事にな
らしまへんがな？」

　みち、自分の言葉が妙を得ておかしく感じ、明るく笑う
　つられて笑う岡先生

【場面４４】　紀見村の集落風景
自宅での研究と畑仕事に精を出す岡先生
このころから両手で独創的な岡独自の印を組み、瞑想数学法を試みる

【場面４５】　淡路島福良町の穏やかな港風景
福良警察、電話のダイヤルを回す巡査部長

巡査部長　「こちらは福良町の警察ですが、岡さんの奥様でしょうか？」

みち　「はい、そうです」

巡査部長　「お宅の旦那さんや思うのですが、いま福良町の港交番におるよって、所持金も少
なくなっておるようですけん、迎えに来てもらえんでしょうか？　町民から電話があ
って、不審者がお遍路さんといっしょに歩いとる、ちゅう通報があったもんですけん」

　みち　「うちの人、京都に数日ほど出かける用があるいうとったんです、その後どこへ行き寄った
のかと思ってまして、福良町いうたら、淡路島じゃありませんか？」

「分かりました、ほんに遠くまで。分かりました、明日のお昼には到着できると思いますの
で、それまでお願いいたします、うちの人は寒がりですよって、何分よろしゅうお願いしま
すよって、お世話さまですわ、ほんまおおきに…」

巡査部長　「本人さんが言うには、なんや鳴門の渦潮が急に見たくなって、仲良くなったお遍路
　　　　　　　　さんと歩いてここまで来たいうんや」

「まあ犯罪ゆうわけないんで、ゆっくりでもええけんど、所持金も少ないよって、今
夜は交番で休んでもらいますけど、明日お昼にでも、奥さんところで、お引き取り願
いしたいわけです」

　巡査部長が港を眺めながら、帽子を外しハンカチで汗をぬぐう
　福良港の風景

【場面４６】　四国にわたる船から眺める、鳴門の渦潮
　渦潮を眺める、岡先生とみち夫人

　岡先生　「これが見たかったんや、瀬戸内海がやで、いかに狭い海峡で外海とつながっておるの
か、いうこっちゃ」

　みち　「それならそうと、京都に行く前におっしゃってくださいな、潔さんが恥かかなくていいよう
にもう少しお金を渡しておいたのに、えらい恥ずかしい思いをさせてしまって、ほんまに
すんまへん…」

　岡先生　「そんなんわどうでもええ、お遍路さんとも話ができて楽しかったし、なんといっても多
変数解析函数の写像がさ、上空移行できる動きを確かめることができたんは、この
堂々たる鳴門の渦を感じてや」

「想像してみ、エネルギーの写像を感じられたんや。すごいこっちゃ、渦はエネルギー
やで！　そこに水がなくても同じようにやな、渦というエネルギーによって写像ができ
るいうこっちゃ！　今度は、船の上からもう少し見てみたいで！」

【場面４７】　四国側の港から見る鳴門の渦潮と橋げた
　視点を変えて、眺める渦潮のようす

岡先生　「これが数学でなくて、いったい何や…」

　みち　「ほんま潔さんは、あきれたわ、なにを見ても数学になるんやな…」
　　　　　「よう考えたら、こうして鳴門に来たのは初めてやったかもしれへんな？」

　岡先生　「ぼくは初めてやない、徳島に用があってな来たことあるで、また遠い昔の記憶をたどっ
て見たくなったさかい」

　みち　「お金なくても、なんだか私、幸せなんよね、こうしていられるだけで」

　岡先生　「もうすぐ売る土地や建物も無くなるで、のんびり研究できるのも、あと少しだけやな。
　　　　　　　その先どないしょうか、秋月君にお願いしとった方がええかもしれへんな…」

　みち　「でもなんや、こうしている今が幸せなんは、何でや？」

　岡先生　「…」

　みちは岡先生とともに渦潮を眺め
船の甲板で歩幅を合わせ、寄り添い歩く幸せを感じていた

【場面４８】　紀見峠への帰路、泉佐野市駅から橋本行きのバス車中
　論文を片手に揺られる岡先生、すっかり寝込んでしまったみち夫人

　岡先生　「こないして揺られとるとな、なんや目が覚めてきおって、やたらひらめくんや…」
　　　　　　　「ポアンカレがいっとった、『馬車に乗ろうとした瞬間にひらめく』あれに似とるかもしれ
ん、体が揺れるんがいいんや…」

　みち　「…」
　
　岡先生　「ああ、寝顔ほんま、かわいいで…」

【場面4９】　紀州山系を眺める紀見村の墓下自宅
毎朝、瞑想台で印を組み、ひらめき数学法を実践する岡先生

【場面５０】　瞑想によって現れる過去のできごと（１）
　１９３０年秋、ソルボンヌ大学学舎
　フレッシェが同僚のダンジョワを連れてきて、岡先生に笑顔で話しかける

　フレッシェ　「Monsieur Oka, Je vais vous présenter mon meilleur ami Danjoi」
（岡さん、ぼくの親友ダンジョワを紹介するね）

　ダンジョワ　「Bonjour Monsieur Oka」
（こんにちは、岡さん）

　岡先生　「Bonjour　Monsieur Freche, Monsieur Danjoi」
（ボンジュール、フレッシェ先生、ムッシュ・ダンジョワさん…」

　フレッシェ　「Son article est publié dans ce journal qu’ila」
（彼の論文が、彼の持っているこのジャーナルに掲載されているんだ）

　ダンジョワ　「C’est mon papier. J’ai eu des nouvelles du Dr Julia, qui est 
actuellement en veyage d’affaires. M. Oka fait les mêmes 
recherches que moi.
(これが、ぼくの論文です、ジュリア先生から聞きました。今は出張中で先生はいな
いのですが、岡さんも同じ分野の研究をされているんですね)
　　　
岡先生、科学学士院の報告論文集を見ながら
　
岡先生　「C’est vraimant le même domaine, mais les résultats sont différents,
         c’est bizarre.
（ほんとう、同じ分野です…、変ですね、どこが違うんやろ、ちがう結果になっとる…）

フレッシェ　「C’est vrai, M.Oka. La Dre Julia a admis que les résultats de Danjoi 
           é taieut corrects et les a publiés dans ce résumê」
（そうなんですムッシュ、ジュリア先生はダンジョワの結果が最終的に正しいと認め
てくださったので、この紀要に掲載されたのです）

　ダンジョワ　「C’était le résultat de mon diplôme」
（これは、ぼくの学位がかかっていた成果だったのです）

　岡先生　「Je　comprends, cela semble être mon erreur」
（分かりました、ぼくの間違いだったようです）」

フレッシェ　「Mais l’article de M.Oka peut également inclure ses propres 
           d’écouvertes. Ju vais juste dire que」
（でも、岡さんの論文も、独自の発見が含まれているかもしれない、そのことだけは
言っておきたかったです）
 
　岡先生　「Merci professeur. Le monde est grand, je l’ai trouvé au japonet 
pensais l’avoir dê couvert」
（ありがとう、フレッシェ先生…、世界は広いですね、日本で見つけてすっかり私が、発
見したと思いちがいしてしまったのです）

岡先生は当時の会話のやりとりを思い出すたび、耳まで赤くなる思いがして、そのたびに自分
のいたらなさに目覚める

岡先生、薄目を開けてつぶやく

　岡先生　「これからはスパイも逃げ出すような、困難で大きな問題にだけ挑戦しよう！」
「簡単な問題は避けることや、ぼくには数学の詩（うた）が聞こえてくる真智があるんや」
「そうや、深い瞑想によって女神ナーマギリの祝福が受けられるんやから…」

【場面５１】　瞑想によって現れる過去のできごと（２）
　１９２９年、京大で講師を任される
薄汚れたシャツと首にタオルを巻き、麦わら帽子姿で教室に登場する岡先生

　岡先生　「君ら一年生の物理系を担当することになった岡潔です、微分・積分・微分方程式は、このグルサの解析演習の中から難しいのを選ぶから、そいつをみんなにやってもらうつもりや、ええかな？」

　湯川秀樹　「先生は涼しそうでええな、教室の中でも麦わら帽子なんや、先生どないしたん？」

　まばらに座っていた生徒が笑いだす

　岡先生　「これがぼくの制服や、数学は百姓と同じやから、よく耕した土地に種をまいて水をや
るのが仕事や…」

「やがて、作物が育つんや。そうじゃけんこの格好が数学者の制服ちゅうこっちゃ、人
を育てるいうんも同じやないか？」

　湯川秀樹　「ほう、なっとくや、優秀な朝永振一郎君にも先生の授業を知らせたいと思う、ええ
かな！」

　岡先生　「ほんま数学は農業と同じや、無から有をつくることもできる、じゃから面白いんやで…」

　生徒A　「そんなん、えらい初めて聞いたわ！」

　湯川秀樹　「ほんまおもろい先生やなぁ…、まったくえらいこっちゃ、こりゃ真理じゃ…」

　ざわめく教室、岡先生が笑うと、生徒たちも笑いだす

【場面５２】　瞑想によって現れる過去のできごと（３）
　１９４５年、三高の学生に疎開先の但馬竹田町で、秋月康夫が課外授業をしている

　秋月先生　「『円に外接する四辺形の二本の対角線の中点を結ぶ直線は、この円の中心を通る
ことを証明せよ』という問題の解をもとめてみよう、これはニュートンの定理とか、ほ
かにもデュラントの定理と呼ばれているものだ、いっしょに考えてみてほしい」

　秋月先生が板書しながら、この問題にまつわる親友の岡潔とのできごとについて話始める

　秋月先生　「これはもちろん解析幾何学の演習問題なので、解析的に図形の代数方程式をいく
つか創って、それを解けばできそうだ、そうだれもが思うはずやろ」
「もちろんそれでええんやが、岡潔は違ったんや、なんちゅうたと思う？」

　生徒A　「解法に忠実に計算すればいいだけですが、教えてください、どんな方法があるという
のですか、ぼくたちにも分かるように！」

　秋月先生　「あいつは面白いことを考えるので有名でな、こういうんや」
　　　　　　　　
「ぼくは誤りを見つけるのがへたやし、長い計算だから解答が正しいかどうかなん
て分からない、だからみないけど、でもいくらなんでも、もっとうまい解き方があり
そうなもんだろう」

「そういうんや、おもしろいやろ？　やつは天才だからそう感じるんやな…」

「そうしてどうや、ここから先を想像してみたまえ、その日の夜に日本数学物理学会
の集まりの席で、留学する仲間の送迎会があって、ある物理学者の宴会の最初の
席で乾杯することになったんだ」
　　　　　　　　
　「岡君が何か忙しそうに書いていて、起立して乾杯しないものだから、ぼくが岡君を
つついて乾杯やと言って立たせたんや、すると一人で何も言わずにワイングラスの
中身ををグイグイ飲んでしまった」

「岡潔は今日のこの問題を自分なりに考え続けていたんや、宴会中もずっと独創的
で美しい解答はないものかってね…」
　
　ざわめく生徒たち、何人かの生徒の声　「おお、それや…」

　秋月先生　「ぼくはやな、彼のような妙を得た面白い解答を思いつくやつは、特別な才能がある
んやと思う、ただの秀才には無い何かや…」

「岡の言葉をここで紹介しよう、彼は自分の解答を自分で解説してこういったんや」

「数学というものは何もかも全部書くものではない、大事なところだけを引き抜くの
だ、どうや分かるかね？」

「もっというとや、エスプリの効いた簡潔な論理で成り立ち、数式の使用は最小限に
抑えた見事な解答、それが『岡の解』や、おれの『秋月の解』とは大いに違う…」
　　　　　　　　　

「ぼくはいつまでも、そんな彼の心の支えになりたい思ってる、あいつはほんま、す
ごいやつなんや、教師に向いているかどうかは賛否両論があるから別やけど、数学
者としての研究は超一流なんやと思うで…」

字幕：　その時に披露された軽妙な岡の解は、「岡の解」、それに対して重厚で繊細な解析的解
は「秋月の解」と三高で言われるようになった
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＜岡の解画像＞

【場面５３】　「岡の解」図柄と証明について映像共有
評伝・岡潔・星の章(高瀬正仁著)２２８ｐ （秋月康夫による「岡の解」の解説）

黒板を背にした秋月先生の授業が続く

秋月先生　「これや、これが岡の解や、どうや見事に簡素化されていて、なんとも美しいんや」
　　　　　　　
「昭和二十年のあのとき、おれは戦時中志願して、三高の生徒主事を務めたときが
あってな、学者としての油が乗ったとき戦争責任を取らされたことがあったんや」

「役人といっしょの責任を取らされて、教職から追放されそうになったんや」

「学者としての大切な時期を研究から離れてしまった、そのとき、もう研究をやめよ
うと思った、でも岡潔に、あの友人の岡に怒られたんや、おれは殴られた…」

「早く数学に戻れ、そう岡に言われたんや」

「そんな弱きでどないする、がんばらんかい！」

「そう言って横面を張り飛ばされたんや、あの岡潔に…」

「数学をやれよ、もう一度やれ、おまえならきっとやれる、一緒にやろう！」

「おれは岡に、そう励まされていまがあるんや…」

　生徒の声　「ええ話や、もっと聞かせてくれんか…」

　秋月先生　「あいつはすごいやっちゃ、つまりこの簡素な美しい証明が岡っちゅう男や！」

【場面５４】　瞑想によって現れる過去のできごと（４）
　広島脳病院の退院が間もなくにせまった日の午後、みちが果物をもって訪れる

　みち　「文理科大学は退院後に４週間の休暇が承認されたゆうことなん、潔さんよかったね」

　岡先生　「ぼくは中谷君の勧めで、その期間に今度は伊東の温泉で療養ができればと思ってる、
お前も行ってくれるといいんやけど」

　みち　「わたしは今回遠慮しとく、子ども二人の世話があるし…、潔さんと治宇さんとでええやん
か、それより芭蕉の句集は参考になったようで、ほんま探した甲斐があったわ」

　岡先生　「助かったで、寺田虎彦のエッセイで夏目漱石先生の追憶に書いとったのがほんま参考
になった」

　みち　「潔さんも俳句やるよって、私もうれしいで、ほんで夏目漱石先生は俳句がどんなんゆうて
はるのん？」

　岡先生　「俳句はレトリックの煎じ詰めたものらしい、扇のかなめのようなもんや」

　みち　「うまいことゆうわ、扇のかなめね～」

　岡先生　「扇のかなめを描写することで、連想を広げるのができのええ俳句ゆうこっちゃな」
　　　　　　
　「寺田虎彦の通った五高で、夏目漱石が教鞭をとっていたんやけど、そのとき取り上げ
た句が『秋風や白木（しらき）の弓に弦（つる）張らん』と書いとった、お前が買うてくれ　た芭蕉七部集にある名句や、目に映るなぁ…」

　みち　「潔さんの句も、わたし好きやで、飾らんと素直な句や」

　手荷物を抱えたまま、二人がよりそう

【場面５５】　瞑想によって現れる過去のできごと（５）
１９６０年、武田信玄公の像と甲府市の遠望
岡先生が甲府市の内田輿八先生（８０歳）宅を訪問し久しぶりに碁盤を囲む
盤面が中盤に指しかかるころ
　
　内田先生　「こうして囲碁を打ちながら、粉川中学の想い出に浸れることになるとは思わなかったよくぞ訪ねてくれた、しかもこんなに立派な業績をのこして訪問してもらえるなど、私も名誉だ、ほんとうに感謝しかない、ありがとう岡君！」

　岡先生　「言うこと聞かへん、変わった中学生やったんで、先生はえらい手をやいたでしょうな
ぁ？」

「先生のことは、ほんま慕っておってな、みんなそうやった思いますが、いまのぼく
があるんは先生のおかげや思っとります、ほんでぼくら粉川中学が良かったん理由は
なぜや思います？」

　内田先生　「それは、居てくれた先生方が良かったからですよ」

　岡先生　「どうして良い先生が粉中に集まったんでしょうか？」

　内田先生　「それは、当時の校長、吉村源之助先生が偉かったからでしょう」

　岡先生　「やはり、士は己を知る者のために死す、ということですか？」
　
内田先生、岡先生の顔を見上げながら目に熱いものが込み上げ、感涙で言葉が出ない

　岡先生　「受賞と園遊会の栄誉を受けて、久しぶり東京に出ました。ほくはやっと、心配かけどう
しやった先生に会える思ったんや、こうしてお会いできてうれしいです…」

内田先生　「こんなに嬉しいことがありますか、教え子が文化勲章を受章するなんて、教師冥利
につきるとはこのことですよ」

「ね奥さん、私は嬉しいんです、こんな嬉しいことは、実際に起こるものなんですね
…いまでも信じられないです」

　みち　「もったいないです、先生、うちの潔さんは先生をとても慕っていましたから、こうしてお会
　　　　　　いできて、感謝しかないんとちがいますか」

　岡先生　「内田先生、実に４１年ぶりちゅうこっちゃ、お会いできたのが奇跡かもしれんで、盤面も
ほれ先生、この一手で新展開ですわ！」

　三人の微笑みが広がり、場が明るくなる

【場面56】　瞑想によって現れる過去のできごと（６）　
１９１７年、粉河中学４年生に進学したばかりの岡潔寄宿舎
図書館から借りた『初等幾何学』小倉金之助訳のクリフォードの定理
コンパスを使い画用紙に作図しながら一人つぶやく

岡潔青年　「直線が三本あると、点が三つ決まる」
　　　　　　
　「そうすると三点を通る一つの円が決まる」
　　　　　　　
「三点があれば必ず一つ、円が決まる」
　　　　　　　
「また直線が四つあると、そこから三本を取り出す方法は四通りある」
　　　　　　　
「直線が五本あると、それから四本取り出す方法は五通りあって、この五点は同一
　　　　　　　　円周上にあって、かような点が五つ決まる」
　　　　　　　
「六本あれば六点が同一円周上にある」
　　　　　　　
「このようにして、直線の数が奇数のときは円を、偶数の時は点を、こもごも決定し
て極まるところなし…」
　　　　　　　
「これクリフォード氏の初めて証明せるところなり！」

見回りの舎監が部屋のドアを開ける

舎監　「おい、いつまで明かりを点けとるんや、おまえ就寝時間はとうに過ぎとるやんか」

岡潔青年　「夜型やさかい、かんべんしといて先生、せっかく図画の洋紙をもらってきたんや、
最後まで仕上げんと気がすまんで、かんにん…」

舎監　「岡、お前は家が遠くて通えない組やったな、内田先生にこのことは知らせるで、怒られる
かもなぁ、わしは知らんで」

岡潔青年　「このままじゃ、眠れへんのや、もうちょっとでクリフォードの図形が完成なんや」

舎監　「ほな、岡はもう寝とることにしとくで、小便で起きたことにした方が、ええかもな」

岡潔青年　「ほんま、おおきに…」

語り：（瞑想後のナレーション）　
「あのときクリフォードの定理によって、ぼくは数学の深遠さと神秘に目覚めた」

【場面57】　瞑想によって現れる過去のできごと（７）
　１９０７年、紀見峠小字（こあざ）の小学生子どもたち６人の朝の登校
　岡潔は尋常小学校１年生、近くにいる別の通学仲間の６年リーダー北村俊平の指図で、５年生の
　男子に脅される

　５年生男子　「俊平兄さんに言われたんやけどな、おまえんとこの家、ちいと金持ちやから、十銭
くらいもらって持ってこいや、駄菓子家に寄るからええな、どや分かったやろ、俊
平兄の伝言やで、おれじゃないからな言っとくけど…」

　岡少年　「なんでまた、ぼくなんや、もうたくさんや、まえは見つからんと五銭もろてきたけど」

　５年生男子　「つべこべいうな！、俊平兄さんに呼ばれたら、おまえどうなるかわからんで！」

　岡少年　「ええで、よばれたら行くだけや、ぼくそんなの怖いもんか…」

　３年生の少年　「潔、おまえそんなん、殴られるで」

　４年生女子　「俊平さんは他の小字でリーダーやっとるけど、うちらにも、なんでちょっかい出しお
るんや…」

　岡少年　「見つからんかったらええ、いうんはちゃうやろ！　ぼくはお金盗むのいやや」

　５年生男子　「おれは知らんで、まちがいなくお前、呼び出されるで、おれはお前にちゃんと言っ
たからな、あとはお前のかってやけど、知らんで…」

　岡少年　「ぼくは、いやや！」

　岡少年、目をむいて５年生をにらみつける
　岡少年の迫力にたじろぐ北村少年

【場面58】　紀見峠の墓下集落にある九度山方面を見下ろす瞑想台
　いくつかの論文を目の前に置いて、紀州の山並みを眺める岡先生　
　岡先生にお茶を差し出すみち

　みち　「何を、思い出しちょるん？」

　岡先生　「こうして山を眺めとると、研究をしたときのことが次々思い出されてきおる」

　みち　「湯布院での治宇さんが最後だったんやね、あのときは、すっかり治るように思いこんどり
ました、ふしぎですわ、それなのに帰らぬ人になるなんて」

　岡先生　「ぼくは、エッセイも頼まれるよって、話の糸口を紡ぎ出すのに瞑想は役立つんや、こな
いしてボーっとしていると、じわじわ色々なことを思い出すんや」

みち　「私かて、貴重な経験ぎょうさんさせてもろたし、秋月先生の紹介で、奈良女子大の数学
教室を創らせてもらえて、潔さんも勉強になった思うわ、次々エッセイが書けるのも、
そんなこんなのおかげや思うで」

　岡先生　「女性ゆうんは、男とはちがう生きもんゆうことが分かったで、ほんま…」

　みち　「女性教育いうんが何か、潔さんのエッセイにもよう書けとりますやんか」

　岡先生　「ほんまに女子（おなご）いうんは、情緒でないと何も理解せんよってな、でもな、数学は
もともとそういう学問やから、論理でも計算でもない、そうやと感じるのに情緒なくし
て何も理解できへんちゅうことや…」

　みち　「奈良に行けたおかげで、そこそこの家にも住めたから、安心して子育てできたんは、ほん
まに、ありがたいことやったですわ」
　
　岡先生　「こうして懐かしくてな、紀見峠に来て瞑想しとるんやけど、こうしておると、奈良に来てくれたあの、１９６１年やったかな、まず着おった、大御所のアンドレ・ヴェイユ」

「そしてハンス・グラウエルトゆうたかいな、あのとき日本で国際数学者会議があってな、それからも、ヨーロッパの名だたる数学者が次々訪ねてくれおったで…」

「おお思い出した、１９５５年はジャン＝ピエール・セールが代数的整数論の、国際会議のときやったな、あのときも奈良に来てくれたで、ほんま奈良の家にはぎょうさん来てくれおった！」

「その後もなんや、１９６４年に世話になったアンリ・カルタンが来てくれたんも思い出すわ、しかもわざわざ奈良の小さな我が家まで…、今思えば良く訪ねてくれたもんや」

　みち　「ほんま、びっくりしたんよ、でもうれしいわ文化勲章までいただいて、潔さんの業績はす
ばらしいゆうことよね…、本もぎょうさん書かされるし、あのときは何もかも立て続けや、
ハハハ」

【場面59.1】　奈良の岡先生宅勝手口
　アンリ・カルタンとの再会食事が運ばれる

　寿司屋出前　「毎度おおきに、お客さんように上物でご用意いたしましたで！」
　　　　　　　　
　みち　「まあ、うれしい、おいしそうで、ほんまおおきに…」

【場面５９．2】　奈良の岡先生宅座敷
　アンリ・カルタンと岡先生の再会、共に出前のお寿司をいただく

　岡先生　「Bienvenue, merci」
（ようこそ、ありがとうございます）
　　　　　　 
　カルタン　「M.Oka, je voulais vous rencontrer」
（岡さん、お会いしたかったです）

　みち　「さっそくお酒でよろしいですか、潔さん」

　岡先生　「うん、そうしよか、お寿司で飲みましょう！」
　　　　　　　「M.Kartan, n’hésitez pas à boire」
（カルタンさん、遠慮しないで飲んでくださいね）
　　　　　
　カルタン　「Le travail d’Oka est excellent, je suis ici pour vous en parler, ma 
conférence est egalement terminée.
（岡さんの仕事は、ほんとうにすばらしいです、そのことをお伝えするために、こうし
て寄らせてもらっています、会議での私の講演は終わりました）
        

　岡先生　「Comment va le Dr Julia?」
（ジュリア先生は、その後もお元気ですか？）
          

　カルタン　「G. Julia est aussi ma professeure. Je suis en trés bonne santé main
          -tenant. J’ai ete blessé quand j’ai combattu l’allemagne」
（ガストン・ジュリア氏は私の先生でもありました、Ｍ.Okaと同じです、ジュリア先生は、
いまはとても元気ですよ、かつてはドイツとの一戦に従軍して負傷した人です）
          

　岡先生　「Au fait, Bulbaki est vous le centre des members?」
（ところで、ブルバキは、あなたがメンバーの中心ですよね？）
          

　カルタン　「Andre Veille est l’être central, et je suis member du groupe des mathématiciens. C’est Burbaki qui a commencé  sous la forme
 d’un séminaire Jullia」
（アンドレ・ヴェイユが中心的な存在で、私は数学者集団の一人です。ジュリア・セミナーの形で始まったのがブルバキなんです）
        
　「Ｌａ　ｒｅｌａｔｉｏｎ　entre Veille et moi est grâce au seminaire Julia」
（ヴェイユと私の関係は、ジュリア・セミナーのおかげです）
           
　岡先生　「L’ideal de Bulbaki est de creer une nouvelle Valeur de logique, 
n’est-ce pas? Mais mes mathématiqu sont d’émotionnelles」
（ブルバキの理想は、論理の新しい価値づくりでしょう？　でも私の数学は論理ではな
くて、まったく情緒の世界です）
         
　カルタン　「Comme M.Oka, nous construison egalement les mathématiques 
dans un monde crée par les êmotions」
（わたしたちも岡さんのように、情緒が造る世界に数学を建設しているのですよ）
          
　岡先生　「Est-ce un bulbaki? C’est la première fois que j’en entends parler. 
          Au tait, s’il vous plaît, mangez de plus en plus.
（それが、ブルバキ？　それは初めて聞いた…、まあどんどん食べて…）
         

　カルタン　「Les sushis son les plus délicieux」
（お寿司、最高においしいです）
           
　笑顔になり、ハシをつける三人

【場面6０】　奈良女子大学にて創立メモリアル記念講演、奈良女子大学記念堂外観

【場面61】　マスコミの取材班が記念堂に集まる
　大学事務長の開会挨拶

　事務長　「みなさま、長らくお待たせいたしております、本学の栄えある文化勲章を授与されまし
た岡教授に、『情緒と日本人』と題しましてご講演をお願いいたします、ご登壇いただ
きたいと思いますので、盛大な拍手でお迎えください、それでは岡教授よろしくお願
いいたします！」

[bookmark: _Hlk188091028]【場面62】　奈良女子大学記念堂
　岡先生が登場し、拍手が会場に響く
　マスコミの写真撮影が一斉に始まる

【場面63】　奈良女子大学記念堂
　岡先生の背後と会場の聴講者全体を映したようす
 登壇した岡先生が会釈する姿

【場面64】　公会堂の講演タイトルの表示、講演者にカメラターン
　「情緒と日本人」をテーマに公演を始めて5分経過

　岡先生　「ここが日本人からするとふしぎなのですけど、西洋人は『情』の中で大脳前頭葉で分
　　　　　　　かる部分、これが感情です。実は、これはごくごく浅い情なのです」

「もっと深い部分の情は西洋ではどういってるかいうと、ソール（魂）といっている。西
洋人はいつも、悪魔に魂を取られはしないかと思って、びくびくしてる。そんなことが
あって、情というもんは、大切なものというのは分かっても、自分自身ではないと思っ
ているんですね」

　　　　　　　「東洋人はとりわけ日本人はまだしも、心を自分だと思っている。その中には情も含ま
れるわけで、西洋人とはまるで違うんです。日本では感情などとはごく浅い情のことを
意味して、深い情というのは一例をあげればすぐに分かります。日本人はこの情をよ
く知っているのです」

　「明治になってからの話ですが、お母さんと子どもが住んでいた…。子どもが13歳に
　　　　　　　　なったとき、禅の修行をしたいと言い出した。それで修行のために家を出ることになっ
て、いよいよ別れるとき、お母さんはこう言った。おまえの修行がうまくいって、人が
ちやほやしている間は、お前は私のことを忘れていても良い。でも、お前の修行がうま
くいかなくなって、人に後ろ指をさされるようになったら、私を思い出して、私のところ
へ帰って来ておくれ。それから三十年ほどたった。子どもは修行がうまくいって、偉い
禅師になった。松島の碧厳寺という大きなお寺の住職をしていた」

「そのとき郷里から使いが来て、お母さんは年を取って、このころでは寝たきりなのに、
お母さんは何とも言わない、でも私たちがお母さんの心を推し量ってお知らせに来ま
した。それで禅師は、とるものもとりあえず家に帰って、寝ているお母さんの枕辺にす
わった。そうするとお母さんは、子どもの顔を見てこういった。この三十年、私はお前に
一度も便りをしなかったが、お前のことを思わなかった日は一日もなかったのだよ、と
いった。私は、この話を最初は杉田お上人から聞いた。そのとき、涙が流れて止まらな
かったものです…」

「これが情の本体です。こういう情というものが、もともとあるのだということを西洋人
は知らないのでしょう。この情のことを魂といっている。それが人の本体です。幸福は
情が幸福を感じるのであって、道徳なども情としてすでに備わっているのです…、そ
のために日本人にとっては、情がその人そのものになっているといえるのです」

　報道陣が向けるカメラのシャッター音、静かにうなずく学生、鼻をすすり涙をふく学生の姿

　岡先生　「戦後日本は情というものを非常に粗末にしている。情が非常に濁っているのです。多
くは自己中心的なもので濁っている。そのうえ、ひからびているんです」

　　　　　　　「儒教の修行も仏教の修行も、どちらも陰気臭い。儒教は形式一点張りでしゃちほこ張
った感じになって、仏教は難行苦行が多いといった始末、どちらもうまくいかないんで
す。情を育てるということをしないからです。かといって、情操教育といって絵を描か
せたり、楽器を弾かせたりというのも的外れです。本居宣長は情操がとても大切だと
いって、
　　　　　　　　　『しきしまの　大和心を人問わば　朝日に匂う　山桜花』
といった。桜の匂いを感じるのが、情だとはっきり、いっていたのです」

【場面65】　学生とともに会場に座る岡みち
　岡先生の講演を聞き、みちがハンカチで目頭を抑える

【場面66】　出版新社の応接室
　小林秀雄と岡潔の対談、出版社編集者、カメラマン、テレビクルー

[bookmark: _Hlk186827720]　編集者　「本日は、文芸批評家の小林秀雄さんと、数学者で文化勲章を受章されました岡潔さん
においでいただきました」

「創造とは何か、数学の本質をどのようにとらえておられるのかなど、本居宣長研究で
近年輝かしい功績を残されました小林秀雄さんから、数学者岡潔さんに『人間の建設』
と題しまして、科学、数学、創作文芸にいたる広い範囲にわたり、お二人のお話を展開
していただければと考えております」

「小林先生、岡先生よろしくお願いいたします。小林先生からお話を立ち上げていた
だけますでしょうか？」

　小林秀雄　「今日の対談を楽しみにしておりました。なぜなら、私からすると、お聞きしたいことが
たくさんあるからです。数学の自然というのは、物理の自然とは明らかにちがいま
すね。物理はリアリティーが伴いますが、数学はどうなんでしょう、ぼくがまず聞きた
い部分はまずそこなんです」

　岡潔　「物理学者の場合、リアリティーというものは、人があると考えている自然というものの本
質ということになりますね。それに相当するものは数学にはありません」

「だから、見えない山の姿を少しずつ探していくということですね。言ってみれば、それが
数学の自然を探求することであって、ある意味では数学は自然をクリエイトするものの
立場に立っているわけです。クリエイトされた自然を、解釈する立場には立っていないの
です」

　小林秀雄　「それがあなたの著書の中によく登場する種をまくということですか？」

　岡潔　「そうです。ないところへできていく。できていく数学を、物理では唯一の正しい解釈をさ
ぐり当てようとする手段として使うのです」

「たとえば、アインシュタインはリーマンの論文をそのまま使った。そういうことを数学はし
ないんです。無いところへ初めて踏み込んで論文を書くのを認める。だから木にたとえ
ると、種から杉を育てるということになって、杉から取った材木を組み合わせてモノをつ
くるということはやりません」

　小林秀雄　「そうですか。そうすると詩に似ていますな」

　岡潔　「似ているのですよ。情緒の中にあるから出てくるのには違いないが、まだ形に現れてい
なかったものを形にするのを発見として認めている訳です。だから、神羅万象は数学者
によってつくられていっているのです。おそらく詩に近いでしょう」

　小林秀雄　「近いですね。詩人もそういうことをやっている訳です。それはどういうことかといい
ますと、言葉というものを詩人はそのくらい信用しているという、そのことなのです」

「言葉の組み合わせとか、発明とか、そういうことで新しい言葉の世界を創り出して
いる。それがある新しい意味をもつことが価値ですね。それと同じように数学者は、
数というものが、詩人の言う言葉ではないですか。詩人が言葉に対する態度で数と
いうものをもっている訳ですね」

　岡潔　「その通り、数というものがあるから、数学の言葉というものがつくられるわけです。確か
に、私もそう思っています」

　小林秀雄が微笑みながら、岡潔の種をまく数学者としての功績をたたえる
　それに応えるように岡が微笑みを返す

　小林秀雄　「今日はお話ができて、ほんとうに良かったな、ぼくもいままでにない目の覚めるよ
うな、予想していなかった岡さんに対する発見がありました。この後は、食事をしな
がら話を進めるそうです、ごいっしょできてうれしいです…」

　岡潔　「功名な文化人とお話ができて、それが、何といってもうれしいです、ぼくは何も驚きませ
んので、なんなりご質問ください…」

　岡潔、小林秀雄ともに微笑む

【場面67】　京都大学試験会場
字幕ロール：　「京大二年生時代、試験に臨む岡潔」
試験問題と答案用紙が配られる
　
　大学生の岡潔　「…」

　試験管の安田亮教授　「さあ、二時間で二問に挑戦したまえ、試験開始！」

　試験開始一時間ほど過ぎたころ、急にあわてて岡潔、鉛筆を大急ぎで取り叫ぶ

　岡潔　「これや、これや、これや！　証明が分かったで！！」
　　　　
　試験管始め、会場みんなの視線を集めるが、夢中で答案を書き始める

　岡潔　「むずかしい方の問題や、みごと分かったで！」

【場面68】　試験後に、キャンパス園庭のベンチに横たわる岡青年
　試験から解放され、木漏れ日を受けながら伸びをする

　岡潔　「なんて気分がいいんや、数学いうんが、こんなにええ気分になるんは知らんかったで！
　　　　　　安田先生もぼくを、ほんま気に入ってくれとる…、よっしゃ！」

　字幕とナレーション：　「アインシュタイン来日の影響で岡潔は理学部物理学科に所属していたが、
それがきっかけとなり数学科に進路変更した」

【場面69】　岡先生の『春宵十話』より
　生き甲斐と発見の鋭い喜び
　岡潔ナレーション：　「よく人から数学をやって何になるのかと聞かれる。春の野に咲くスミレは、
スミレとし咲いているだけでいい。数学を学ぶ喜びで生きているだけでい
いのだ。発見の喜びというものは何ものにも代えがたいのだから」

【場面7０】　紀見峠岡家の墓、岡潔・岡みち夫妻の墓石
　墓石の俳句　「梅の香に…」
　テーマ音楽：
　字幕：　「岡潔が天寿を全うした二か月後に、妻みちが他界」
　　　　　　「同じ墓に、今も安らかに眠る」
　
【場面71】　九度山方面を眺める岡先生が瞑想した展望台
　今は主なき瞑想台、岡先生が愛した紀見峠の近景
　テーマ音楽：
　字幕：

【場面72】　紀見峠の瞑想台、石碑
「数学発見の鋭い喜び」を表現した岡先生の横顔残像と石碑のシンクロ
　テーマ音楽：

【場面73】　紀見峠下のロータリークラブ提供による石碑
　刻まれた「人を先にして、自分を後にせよ　岡潔」の文字
　テーマ音楽：

【場面７４】　エンディングロール
　字幕：　出演者、製作者名
「岡先生」制作委員会名、監督名、シナリオ制作者名、スポンサー名
　テーマ音楽：

【場面7５】　回想シーン　１～２
[bookmark: _Hlk187579904]　字幕：　「日本民族は、日本民族の色どりというものをもっている。その日本民族の色どりと、そ
の人の心の色どりとが一致する人を、私は純粋な日本人といっているわけです」
　テーマ音楽：

【場面7６】　回想シーン　３～４
　字幕：　「いろいろの人の説をつぎはぎしているような人は、知識が豊富でも学者とはいえない。
学者とは自分の考えを確立し、その考えが今までになかった創造である新しい分野を
開拓している人をいうのだ」
　テーマ音楽：

【場面7７】　回想シーン　５～６
　字幕：　「本当の数学は黒板に書かれた文字をふつうの目玉で見てやるのではなく、自分の心の
中にあるものを心の目で見てやるのである。これを君子の数学という。この方法でちゃ
んとやれば、白昼の光の中に住むことができる。自分で自分が分かるということなのだ
から、計算などというまだるっこいことをしなくても純粋直観で分かるのである」
　
　テーマ音楽：

【場面7８】　「岡潔生誕の地」碑
　岡の筆跡：　「情緒の道」碑
テーマ音楽：
　

完　　
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